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　私たちが敬愛する嶋村紘輝先生は，2014年６月23日満70歳に達せられました。まず，
お元気に古稀を迎えられたことをお祝い申し上げたいと思います。他方，大学の定めに
したがい，本年３月末日をもって早稲田大学をご定年退職されることになります。学部
学生時代から数えて50年以上にわたって，早稲田大学の発展や教育・研究両面の充実に
多大な貢献をされてきた先生をお送りすることは，一抹の寂しさを感じるとともに，大
きな不安を抱かざるを得ません。
　嶋村先生は，1944（昭和19）年に埼玉県深谷市でお生まれになりました。1963年埼玉
県立熊谷高校をご卒業と同時に，早稲田大学第一商学部に入学されました。学部学生時
代には三橋昭三先生のゼミで学ばれ，1967年商学部を首席でご卒業後，当時，商学部の
教員養成の一環として設けられた特別奨学生の第１号として，引き続き大学院商学研究
科修士課程に入学されました。大学院進学後は田中喜助先生のご指導のもと，本格的な
経済学研究の道を歩まれることになりました。
　1969年に修士課程を首席で終えられるとともに博士課程へと進まれ，1970年商学部助
手に嘱任されています。助手在職中の1972年９月から1975年９月にかけて，フルブライ
ト交換留学生として，ミネソタ大学大学院経済学博士課程で学ばれる機会も得られまし
た。ミネソタ大学への留学を終えられて帰国後，1976年に専任講師に就任され，その後，
1978年に助教授，1983年に教授へと昇任され，現在に至っております。この間，1993年
４月から1994年３月までの１年間および2008年４月から同年９月までの半年間，２度に
わたってオックスフォード大学ウォルフソン・カレッジにて在外研究生活を送られてい
ます。
　先生は，専任講師に就任されて以来今日までの間に，経済原論，経済学総論，英語経
済学，独語経済学，基礎経済学，マクロ経済学，ミクロ経済学などの授業を担当されて
きました。現在でこそ，商学部の経済学を担当する教授陣は充実していますが，約20年
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前までは，先生が理論経済学分野を文字どおり一身に背負われてきたと言っても過言で
はない状況でした。
　また，先生は，1978年９月から1980年３月まで商学部学生担当教務副主任，1986年10
月から1988年９月まで産業経営研究所幹事，1994年９月から1998年９月まで商学研究科
教務委員，2000年９月から2002年９月まで商学部長，2008年９月から2010年９月まで商
学研究科長を務められました。このように，学部・大学院・研究所の管理・運営にも尽
力され，教育・研究の充実・向上に貢献をされました。とりわけ，商学部長や商学研究
科長としての学部や研究科の公平・公正な運営は特筆に値します。
　嶋村先生は理論経済学を専攻され，理論の吟味とその展開・発展を中心に研究されて
きました。先生は，さきに触れたように，ミネソタ大学に留学されましたが，留学中は
2011年にノーベル経済学賞を受賞したトーマス・サージェント教授，クリストファー・
シムズ教授のもとでマクロ経済学を学ばれ，なかでもサージェント教授の影響を強く受
けた旨をお聞きしたことがあります。その意味では，先生の研究はミネソタ大学で修得
された経済学の分析手法にもとづくものということができます。
　先生は，これまでマクロ経済学の分野において多くの研究業績を残されています。具
体的に，古典派マクロ経済学や新しい古典派マクロ経済学の分野では，新古典派の貨幣
的成長理論，期待形成仮説や合理的期待アプローチ，リアル・ビジネス・サイクル（実
物的景気循環）理論，経済主体の最適化行動などを題材として，理論の発展，経済政策
の有効性を中心に取り上げておられます。また，ケインズ経済学やニュー・ケインジア
ン経済学の領域では，マクロ経済政策の効果，賃金・価格の硬直性のミクロ的基礎づけ
（効率賃金，メニュー・コスト）に関心をもたれています。同時に，古典派モデルとケ
インズ派モデルの対比という視点からの研究も継続されています。国際マクロ経済学の
分野では，マンデル（R. A. Mundell）とフレミング（J. M. Fleming）のモデルにおけ
る諸仮定の緩和がいかなる意味をもつかを研究されました。さらに，消費経済学にも関
心をもたれ，消費関数の計量的分析，消費の動学理論を中心に研究をされてきました。
　これらの研究は『マクロ経済学研究─景気循環とマクロ経済政策の理論的分析─』と
して結実し，この研究成果にもとづき，1997年９月に早稲田大学から博士（商学）の学
位が授与されました。その後，当該成果は『マクロ経済学─理論と政策─』（成文堂，
1997年）として公刊され，マクロ経済学の理論的展開・発展を学ぶうえでの良書となっ
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ております。
　先生は，日本経済学会，日本消費経済学会，日本経済政策学会に所属され，多くの研
究報告もされてきました。とくに，日本消費経済学会においては，2005年６月から2008
年10月まで副会長を務められ，永年の功績に対して2010年10月に日本消費経済学会特別
功労賞が贈られています。
　先生の学術論文は，精緻化されたうえに，その読みやすさ，論旨の明快さに定評があ
ります。このような先生の論文執筆のスタイルは，経済学関連のテキスト執筆にも生か
されました。先生が単独で，あるいは共著の形で執筆された経済学一般，マクロ経済学，
ミクロ経済学のテキストはどれをとっても，多くの経済学徒や経済学を初めて学ぼうと
する者を惹きつけました。これらのテキストの執筆は，先生の教育面における大きな貢
献ということができます。先生はご定年退職を前に，『マクロ経済学』（成文堂，2015年）
を出版されました。早稲田大学における先生の最後の成果といえますが，ご退職のその
ときまで研究に旺盛な先生のお姿に頭の下がる思いです。また，先生は，学部ゼミにお
いて優れた人材を養成し，産業界などで活躍する卒業生は300名におよびます。さらに，
大学院ゼミから育ち，他大学で教鞭をとり，学界で活躍する人材も多く輩出しています。
加えて，大東文化大学経済学部において，長きにわたり非常勤講師として経済学教育に
従事されました。
　大学外の社会活動においては，1989年から1992年まで不動産鑑定士第２次試験委員を
務められました。先生の地元・深谷市にあっては，1995年から2001年にかけて女性会議
委員，1999年から2001年にかけて公共施設運営協議会委員を歴任され，種々の企画に参
画されました。
　先生のプライベートな側面もご紹介したいと思います。先生は奥様とともに，ガーデ
ニングをご趣味とされています。ご自宅のお庭を拝見したことがありますが，英国風の
素晴らしいガーデンです。テレビ番組で取り上げられたこともあり，深谷の緑多き自然
とマッチしたものとなっています。
　さて，ここで，先生との個人的な思い出に触れることをお許しいただきたいと思いま
す。私が初めて先生の講義を受講したのは1986年学部２年生のときでした。当時の経済
原論の授業は，先生が執筆され刊行されて間もない『ミクロ経済学』（成文堂，1983年）
を使用したものでしたが，明快に書かれたテキストに加えて，授業そのもののわかりや
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すさによって，私自身を経済学の分野へといざなうものでした。その後，大学院では，
英書文献研究やマクロ経済学の授業に出席し，より高度な経済学を直接的にご教示いた
だく機会を得ました。私にとっては，同じ田中喜助先生のもとで学んだ大先輩というよ
りも，指導教授的な存在でもありました。TA（ティーチング・アシスタント）として，
レポート整理，出席簿管理などの作業をお手伝いしましたが，先生の研究室はつねに整
理整頓が行き届いており，仕事がしやすかったことも思い出のひとつです。先生がオッ
クスフォードで在外研究を送られていたとき，私の就職のことで励ましのお手紙をいた
だいたこともありました。さらに，私の著書の出版においては，原稿に目をとおしてく
ださるなど，さまざまな場面で物心両面において支えていただきました。
　今後，私を含めて商学部に残された者は，先生の学恩に少しでも報いたいという気持
ちで，大学や学部・研究科の発展に努めたいと考えております。先生がご健勝にお過ご
しになられることをお祈りするとともに，引き続き，私たちをお見守りくださるようお
願い申し上げる次第です。おわりに，嶋村先生の主要な研究業績を以下に列挙し，長き
にわたるご指導への感謝の気持ちといたします。なお，論文は『早稲田商学』に掲載さ
れたもののみを記し，学会報告，研究・調査報告，書評は割愛しました。
著書（単著）
『ミクロ経済学』成文堂，1983年
『入門経済学』中央経済社，1989年
『家計部門の貯蓄と郵便貯金』東京郵政局，1990年
『マクロ経済学─理論と政策─』成文堂，1997年
『新版 ミクロ経済学』成文堂，2005年
共著・編著
『現代経済理論の基礎』富士書房，1978年
『現代の経済政策』八千代出版，1980年
『経済学の基礎』中央経済社，1982年
『マクロ・ミクロ経済学辞典』富士書房，1995年
『入門マクロ経済学』中央経済社，1999年
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『入門ミクロ経済学』中央経済社，2002年
『図解雑学 ミクロ経済学』ナツメ社，2003年
『成長の持続可能性─2015年の日本経済─』東洋経済新報社，2005年
『入門ビジネス・エコノミクス』中央経済社，2006年
『入門消費経済学１　経済と消費者』慶應義塾大学出版会，2009年
『日本の成長戦略』中央経済社，2012年
『マクロ経済学』成文堂，2015年
分担執筆
『最新経済辞典』法学書院，1972年
「世界経済の中の日本経済─日本経済の国際化と課題─」早稲田大学アジア交流委員会
編『日本入門─日本とアジア─』下巻，早稲田大学出版部，1986年
『経営行動科学辞典』創成社，1987年
『現代商業・流通辞典』中央経済社，1992年
「情報の不完全性と消費者行動」日本消費経済学会編『消費経済学総論─生活科学の
ニュー・フロンティア─』税務経理協会，1993年
『現代消費・生活経済辞典』税務経理協会，1997年
『営業・マーケティング キャリア用語辞典』税務経理協会，1997年
『ビジネス・経営学辞典』中央経済社，1997年
『現代マーケティング辞典』中央経済社，1998年
『新版 ビジネス・経営学辞典』中央経済社，2006年
翻訳（共訳）
「スタグフレーションの問題─マクロ経済理論と政策のミクロ的基礎の考察─」『1980
年代 G. ハーバラー重要論稿撰集』啓文社，1987年
R. D. ブレア＆ L. W. ケニー『現代ミクロエコノミックス』多賀出版，1990年
D. レイドラー『貨幣数量説の黄金時代』同文舘，2001年
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論文（『早稲田商学』に掲載分のみ）
「新古典派貨幣的成長モデルの安定性」『早稲田商学』第222号，1971年６月
“On the Optimality of Alternative Strategies for Controlling Externalities”『早稲田商
学』第257号，1976年６月
“Structural Change and Causality in the Relation between Wage and Price”『早稲田
商学』第260号，1976年11月（資料として掲載）
「経済厚生の測定と所得分配をめぐる諸問題」『早稲田商学』第262号，1977年２月
「個人間所得分配の不平等」『早稲田商学』第285号，1980年９月
「経済厚生の計測性と集計」『早稲田商学』第288号，1981年２月
「期待形成と財政・金融政策の安定効果」『早稲田商学』第293号，1982年２月
「需要管理政策の有効性─情報利用と合理的期待をめぐり─」『早稲田商学』第294号，
1982年３月
「開放経済下のマクロ経済モデル」『早稲田商学』第295号，1982年10月
「わが国における家計の消費行動」『早稲田商学』第308号，1985年１月
「インフレ期待の計測と期待形成仮説の検証」『早稲田商学』第314・315合併号，1986
年２月
「変動為替レートとマクロ経済政策の効果─マンデル＝フレミング・モデルの吟味と発
展─」『早稲田商学』第316号，1986年３月
「わが国の家計貯蓄の動向と決定要因に関する分析」『早稲田商学』第327・328合併号，
1988年３月
「金融資産と変動為替レート下の財政・金融政策」『早稲田商学』第336号，1990年２月
「古典派のマクロ経済理論─古典派とケインズ派（その１）─」『早稲田商学』第342号，
1990年12月
「ケインズ派のマクロ経済理論─古典派とケインズ派（その２）─」『早稲田商学』第
344号，1991年３月
「マクロ経済政策の国際的波及効果─マンデル２国モデルの再検討─」『早稲田商学』
第345・346合併号，1991年６月
「国際的な経済相互依存とマクロ経済政策の協調」『早稲田商学』第351・352合併号，
1992年３月
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「ニュー・ケインジアンの景気循環理論─独占的競争とメニュー・コスト─」『早稲田
商学』第363号，1995年３月
「効率賃金，価格および雇用・生産の決定─賃金・価格の硬直性のミクロ的基礎─」『早
稲田商学』第366・367号，1996年１月
「リアル・ビジネス・サイクル理論」『早稲田商学』第370号，1996年10月
「ライフサイクル・モデルによる消費の異時点間選択─動学的な消費決定の理論的基
礎─」『早稲田商学』第380号，1999年３月
「マクロ経済学の発展─古典派とケインジアン─」『早稲田商学』第401号，2004年９月
「続・マクロ経済学の発展─新しい古典派とニュー・ケインジアン─」『早稲田商学』
第407号，2006年３月
「マンキュー『マクロ経済学』のマザー・モデル」『早稲田商学』第431号，2012年３月
「動学的な総需要─総供給モデルとインフレ期待形成」『早稲田商学』第441・442合併号，
2015年３月（共同論文）
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